
概要・課題

寄附金の使途 【事業費 ２３０万円】

市長からのメッセージ

生 涯 を 通 じ た
健幸づくり推進事業

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 歩く健幸づくり事業

☞楽しみながら、歩くことを日常に取り入れてもらうことを狙った事業

• 名所・旧跡を巡るウォーキングイベント「ひとやすみラリー」の開催

• 路面歩数標示“〇〇まで〇分〇歩”や消費カロリーを表示した階段シートの設置

当市では、 「健康」と「幸せ」を組み合わせた造語の

“健幸”をテーマに、健康増進事業を実施しています。

現状、運動はしているものの習慣化に至っていない

市民も多く、運動習慣の定着が課題となっています。

市民の皆さんに、生涯健康で自分らしく幸せに暮らしていただけるよう、様々な健幸づくり事業を

展開しています。温かいご支援のほど、よろしくお願いいたします。

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

【100万円～】 健幸パスポートパンフレットに貴社名紹介コーナー掲載

親子食育教室（京たなべcooking「いただきます！」）チラシへ貴社名掲載

寄附額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～ ：事業限定

京田辺市長

そこで、ウォーキングイベント「ひと休みラリー」の開

催や、健康づくりへのインセンティブを提供する「健

幸パスポート事業」、食育推進事業などを実施し、意

識啓発と運動習慣の定着化に向けて取り組みます。

 健幸パスポート事業

☞健康づくりに取り組み、ポイントを集めると抽選で賞品が当たる事業

• パンフレット製作、賞品（健幸グッズ、一休品）の購入

 食育推進事業

• 京田辺発 健幸食改いきいきレシピ作製

• 親子食育教室（京たなべcooking「いただきます！」）の実施

健幸パスポート
パンフレット【 】

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

令和５年4月



京田辺ソリデール事業

概要・課題

寄附金の使途 【事業費 ５６０万円】

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 事業PRフォーラムの開催

 参加希望者のマッチング実施

 事業に興味がある方への相談事業

 貸主（高齢者）への支援

☞借主（若者）1人当たり月２万円の家賃補助や
同居のために必要な住宅改修への補助

 参加者の同居サポート

全国的に高齢化が進行しており、将来的な空き家等

の増加により、まちの活力が失われていくことが

懸念されています。

市長からのメッセージ

参加した大学生から、「長年京田辺に住んでいる高齢者から、知らなかったまちの魅力を聞けて

楽しい」と好評いただいているこの事業を推進することにより、若者に本市の良さを知ってもらい、

若者の定住促進にもつなげたいとも考えています。

温かいご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

※ソリデールはフランス語で「連帯」という意味です。

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

制度案内WEBサイトにて貴社名を紹介

寄附額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～ ：事業限定

そこで、当市では、空き部屋を抱える高齢者のお宅

に、大学生などの若者が同居し、互いに助け合って

生活する新しいスタイルである京田辺ソリデール

事業を実施しています。

市内には同志社大学や同志社女子大学のキャンパ

スがあることから、この「大学のあるまち」の特長を

活かし、本事業を推進し高齢者と若者のマッチング

に取り組むことで、空き家化の防止を図ります。

【実際の同居の様子】

京田辺市長

令和５年4月



デジタルを通じた高齢者
の生きがいづくり事業

概要

寄附金の使途 【事業費 ５５０万円】

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 高齢者デジタルデバイド対策事業
☞教室型と出張型の２本立てでスマホ講習会を実施する
ことで、より多くの高齢者にスマホを利活用してもらう

 高齢者いきいきポイント事業
☞地域のボランティア活動への参加でもらえる
ポイントを集めると奨励金と交換できる事業

 高齢者身近な居場所づくり支援事業
☞公民館等に集まり、体操や交流しながら健康で充実した
毎日を過ごすきっかけとなる場をつくる取組み

 社会参加促進事業
☞外出のきっかけづくりとして、市内飲食店で使える
1000円分のチケットを配布する事業

当市では、高齢者の地域活動への参加意欲が高い

ことから、高齢者が社会の一員として、生活を

楽しみ、生きがいを持って地域社会に貢献できる

環境づくりを積極的に進めています。

市長からのメッセージ

誰一人取り残さない社会の実現のため、高齢者の方もまちでいきいきと活躍していただくと

ともに、まちの活性化につなげたいと考えています。

ぜひとも温かいご支援のほど、よろしくお願いいたします。

令和５年度からは、スマホ講習会を開催し、高齢者

がスマホを利活用することで、安心で便利な生活を

享受できるよう進めていきます。

また、高齢者のボランティア活動を奨励する

「高齢者いきいきポイント事業」や、「居場所づくり

支援事業」等を実施し、高齢者の健康維持、社会参

加を促進しています。

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

寄附額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

京田辺市長

【ボランティア活動の様子】

令和５年4月



寄附金の使途 【事業費 1,000万円】

市長からのメッセージ

毎年８月に全国で唯一京田辺市において開催している

「全国小学生ハンドボール大会」は、北海道から

沖縄まで全国各地の予選を勝ち抜いた1,０00名以上

の選手が一堂に集う全国の小学生ハンドボーラー憧れ

の大会として、地域に根付いてきました。

全国の小学生ハンドボーラーの夢を未来につなぐため、大会を継続開催し、本大会を子どもたちが

憧れる夢の舞台とするため、ご支援のほど、どうぞお願いいたします。

全国小学生ハンドボール大会開催事業

～子どもたちの夢を未来へ～

概要・課題

これまでから、プロアスリートの試合見学や小学生ハン

ドボーラーがトップ選手とふれあう機会の創出など、

子どもたちが京田辺市から世界へ羽ばたいてくれるよ

うな取組を進めてきました。

今後は、競技人口の増加や、関係人口の増加を目指し、

京田辺市を「ハンドボールのまち」とすべく、ハンドボー

ル関連を含め、多様な企業との連携を図っていきたい

と考えています。

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp 令和５年4月

 大会の継続開催・満足度向上の取組 【９00万円】

☞開会式・表彰式を含め、全試合ライブ配信を実施します。
☞最終日は全試合ライブ実況を実施します。

 ハンドボール教室・交流大会開催事業 【100万円】

☞市内の全ハンドボールクラブにおいて、初心者向けの教室を
開催するとともに、小学生ハンドボール交流大会を開催します。

京田辺市長

寄附額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

プロジェクト紹介チラシに貴社名を掲載し、大会パンフレットでPR

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

【１００万円～】 ※応相談
R４パンフレット



大 学 と 連 携 し た
子どもの未来創造事業

 同志社大学サイエンスアカデミー開催
☞理工学部の教員による理科の実験教室で、子どもたちの
理科への興味・関心を高めるきっかけづくりとして開催

 同志社大学体育会クラブスポーツコミュニケーション開催
☞同志社大学生による市内中学生へのスポーツ指導教室
（野球、サッカー、ハンドボール教室）

 京田辺市×同志社大学体育会ラグビー部
☞市立幼稚園の子ども達が同大学ラグビー場で、ラグビーを通して
身体を動かすことの楽しさや集団行動の大切さを身につけること
を目的にラグビー部員との交流を実施。

当市には同志社大学、同志社女子大学のキャンパス

があることから、「大学のあるまち」としての特色を

活かして、地域と大学との連携を進めています。

当市の「大学のあるまち」という特徴を活かして、「大学連携ディスカバリーベース」を中心として、

地域と大学の連携を加速させるとともに、子どもたちの学びの充実にもつなげていきます。

温かいご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 京田辺市長

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

大学連携の窓口機関として「大学連携ディスカバリー

べース」を設置し、市内をフィールドとした教員や学生

の研究活動等をサポートしています。

また、同志社大学京田辺キャンパスは、理系学部と

体育施設の拠点であることから、その特徴を活かし、

子ども向けの理科・スポーツ教室等も開催しています。

【サイエンスアカデミーの様子】

概要

寄附金の使途 【事業費 ２３０万円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

市長からのメッセージ

寄附額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

【スポーツコミュニケーションの様子】

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

令和５年4月



寄附金の使途 【事業費 ４００万円】

市長からのメッセージ

ツアー・オブ・ジャパンは、国内最大級の国際自転

車ロードレースで、大阪堺から東京まで８ステー

ジを巡り、海外選手も多く参戦するなど熱い闘

いが繰り広げられます。

京都ステージは、本市の普賢寺ふれあいの駅を

スタートし、隣の精華町との周回コースとなって

おり、穏やかな田園風景の中を駆け抜け、急な坂

道を猛スピードで上る選手たちを間近で観る臨

場感を味わうことができます。関西ひいては全

国各地から観戦客が集結する人気のステージで

す。

新型コロナウイルス感染症の影響により、直近３

大会は中止していましたが、令和５年５月に４年

ぶりの開催に向けて、多くの方に来場し、楽しん

でいただけるよう準備を進めています。

本大会を通じ、多くの市民の方に自転車の魅力を知っていただき、さらにサイクリストの方には京田

辺市の魅力を知っていただきたいと思っています。

ツアー・オブ・ジャパン開催事業
～自転車で地域を元気に～

概要・課題

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp
令和5年4月

 大会開催経費
☞大会PR経費、資材・警備員の手配等、開催に必要な経費です。

 路面清掃・高木剪定
☞選手が安全に走行するため、コース上の路面清掃・高木剪定を行います。

京田辺市長

寄附額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談



まちの宝である子どもたちを、誰ひとり取り残すことなく大切に育むために重要な事業です。

温かいご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

教育支援拠点整備事業
～誰一人取り残さない教育へ～

概要・課題

寄附金の使途 【事業費 １８００万円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

ポットラック移転に伴う費用
☞機能拡充のため、商工会館に移転する費用。

ポットラックの機能拡充
☞現在の教室に加え、新たな場所（市商工会館）に
ポットラックの別室を開設、支援の拡充を図ります。

個別支援の拡充
☞個別の学習支援、また児童生徒の個々の状況
によりICT機器も活用します。

市長からのメッセージ

寄附額に応じたＰＲ内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

京田辺市長

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

令和５年４月

当市では、学校外における不登校対策の一環で、

不登校児童生徒の居場所として開設している適

応指導教室（ポットラック）を運営し、児童・

生徒の自立を支援しています。

こうした中、ポットラックの場所を商工会館へ全

面的に移転し、ポットラック機能を充実させ、

個別学習支援や教育相談の拡充により、子ども

一人ひとりに向き合い、学校への復帰や自立す

る力の育成を支援していきます。

そして京田辺市において、「ありのままの自分」で

いられるよう、誰一人取り残さない教育を目指し、

取組を進めて行きます。

＊ポットラック ・・・ “それぞれの料理を持ち寄って、
誰もが気軽に参加できるパーティー“という意味です。

「ありのままの自分」で元気を回復し、
少しずつ学校に戻る力をつけていくところです。

【ポットラックの様子】



京田辺日本一の
玉露プロジェクト

概要

寄附金の使途 【事業費 ２00万円】

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

当市には、玉露やなす、たけのこ、「京のブランド

産品」の認証を受けたえびいもといった全国でも

高い人気を誇る特産品があり、特産品のブランド化

や品質向上の支援等を通じて、農業の活性化を

図っています。

市長からのメッセージ

特に玉露については、日本一の産地を目指して、

これまでキャッチフレーズの募集や研修会開催、茶

摘みボランティア募集等の取組みを行ってきました。

「おいしいね！玉露はやっぱり京田辺」。こんなキャッチフレーズが存在する本市の玉露は、数々の

品評会において農林水産大臣賞・産地賞を受賞するなど、その高い品質が認められています。

全国有数の玉露の生産地として、玉露の消費拡大の取組んでまいりますので

温かいご支援をいただけますと幸いです。

 玉露産地活性化のための茶業者支援
☞全国茶品評会に向けた、
摘み娘確保、製造、仕上げ、販売の取組みを支援

 本市転入者への玉露・茶器セット贈呈
☞玉露に親しんでもらうことで、
「玉露のまち」京田辺のPRと
玉露の消費拡大につなげるための取組み

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

京田辺市長

寄附額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社名をPRします～

令和５年4月

こうした取組から、令和４年度には全国茶品評会で

玉露部門において、農林水産大臣賞を受賞しました。

日本一の玉露の産地である京田辺をさらに、盛り上

げるため、様々な取組を進めて行きます。



【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

市史や市史販促チラシに貴社名を掲載＋市民向け講座の資料等にて貴社名を紹介

市 史 編 さ ん 事 業

概要

寄附金の使途 【事業費 1,５00万円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 市史の調査活動
☞古文書・行政文書・古建築・美術工芸品の調査や、
古老・茶業従事者等への聞き取り調査を実施します。

 市史に関する執筆謝礼
☞専門的知識を持つ
大学教員等に
市史の執筆を依頼します。

 市史の印刷・発行費用

市長からのメッセージ

市史編さん事業は、当市の歴史と先人の足跡を振り返り、後世に伝え、未来に向けて歩みを進める

ために大切な事業です。ご支援のほど、よろしくお願いいたします。

当市では、平成29年（2017年）から、本市の歴史

について叙述・記録する「京田辺市史」の編さんを

進めており、１冊目として資料編である「近代・現代

資料」を刊行しました。

寄附額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～ ：事業限定

京田辺市長

【市史の表紙イメージ】

市史の編さんにあたってはこれまで刊行されてき

た「田辺町史」や「田辺町近代誌」編さんの成果に加

え、最新の研究成果やＩＴ等を活用するため、

大学の教員等を中心とし、先史から現代までの各

時代区分や民俗・地理、芸術工芸・建造物など、各

分野において調査を進めます。

その後も令和８年度にかけて、「先史・古代・中世」

や「民俗・地理」等全８巻の刊行を順次進めます。

【市史の調査活動の様子】 【調査する古文書】

京田辺市 企業版
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令和５年4月



子ども ・ 高 齢者の
安 全 見 守 り 事 業

概要・課題

寄附金の使途 【事業費 ６０万円】

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 交通安全啓発物品の購入・配布
☞啓発イベントのほか、高齢者施設や学校等で配布し、幅広く啓発活動を実施します。

 交通安全啓発看板の製作
☞右写真のような、安全意識を高める看板を製作します。

例えば、警察や地域住民等と連携し、車、

バイク、自転車の運転者や歩行者に対する

街頭での声かけや、幼児や児童、高齢者等への

グッズの配布による意識啓発を行っています。

市長からのメッセージ

子どもや高齢者を交通事故から守り、「安全で心安らぐ優しいまちづくり」を推進するため、

本事業に温かいご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

寄附額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～ ：事業限定

京田辺市長

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

交通安全の啓発物品へ貴社名を掲載

当市における交通事故の発生件数や死傷者数は

減少傾向にあるものの、全国的に見ると、子ども

を巻き込む重大事故も発生していることから、

広く市民に交通ルールの遵守と正しい交通

マナーの実践を呼びかけることで、交通事故の

防止・抑制を図っています。

【交通安全啓発イベントの様子】

令和５年4月



学校施設は、児童生徒が一日の大半を過ごす、大切な学習と生活の場であり、災害発生時には避難

所としての役割も果たす重要な施設です。子どもたちが安心して有意義な学校生活を送ることが

できるよう、温かいご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

小学校環境改善事業

概要・課題

寄附金の使途 【事業費 ８億円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 薪小学校屋内運動場部分改修【１億円】
☞薪小学校屋内運動場の床シートの張替、体育館トイレの洋式
化多目的トイレの新設を行います。

 田辺小学校長寿命化事業【６億８０００万円】
☞田辺小学校北校舎等の長寿命化改修を行い、中校舎長寿命化
改修に係る実施計画を策定する。

 三山木小学校新たなグラウンド整備【１９００万円】
☞新たに民地を借用し、グラウンドとして整備します。

市長からのメッセージ

寄附額に応じたＰＲ内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

京田辺市長

京田辺市 企業版
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令和５年４月

当市には小学校が９校、中学校が3校ありますが、

建設後３０～50年経っている施設も多く、教育施

設の老朽化が課題となっています。

その中でも特に、市中部にある田辺小学校や

薪小学校は老朽化が進んでいることから、令和

5年度から屋内運動場や校舎・トイレなどの大規

模改修を行い、安全・安心・快適な教育環境を

確保します。

また、三山木小学校については、児童数の増加に

伴う仮設校舎建設のため、グラウンドがさらに狭

まることから、新たなグラウンドを借用し、児童数

に応じた活動の充実に務めます。



中 学 校 給 食
施 設 整 備 事 業

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 新築工事

☞令和６年４月に中学校完全給食を開始するための給食セン

ター新築工事を進めています。

 各中学校配膳室の整備

☞給食センターから配送する給食を受け入れる配膳室を３中

学校に整備します。

中学校給食を開始することで、京田辺らしい食育を推進するとともに、保護者の子育て負担を軽減

し、子どもを産み育てやすい環境整備を進めます。

温かいご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

課題・概要

寄附金の使途 【事業費 ３１億円】

市長からのメッセージ

寄附額に応じたＰＲ内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～ ：事業限定

京田辺市長

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

【500万円～】 食育展示スペース、１日献立メニューに貴社名を掲載

【1,000万円～】 学校給食センター竣工式（R6.３予定）にご招待

当市では、成長期にある中学生の健康な心身を育

み、社会の変化に対応するべく、栄養バランスに

配慮した食事を提供するためセンター方式により、

令和6年4月から、中学校完全給食を開始する予

定です。

現在は、「（仮称）京田辺市学校給食センター」の新

築工事を進めており、令和６年度から育ち盛りの

中学生に栄養バランスのとれた昼食を提供するこ

とで、子どもたちの健やかな成長を支援するとと

もに、地域における食育拠点として運営していき

ます。

令和５年４月



寄附金の使途 【事業費 5,700万円】

市長からのメッセージ

大 住 こ ど も 園
整 備 事 業

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 京田辺市立大住こども園の安定的な運営費用

当市では、子育て世代を中心に人口が増加して

おり、教育・保育ニーズが多様化しています。

大住こども園は当市で初めてとなる幼保連携型認定こども園です。「養護」・「教育」両方のメリット

を最大限生かし、子ども達の育ちを支えていきます。

温かいご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

概要

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

寄附額に応じたＰＲ内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

京田辺市長

令和５年４月、新たに北部地域に、幼稚園と保育所

の両方の機能を兼ね備えた、当市としては初めて

となる幼保連携型認定こども園「京田辺市立

大住こども園」を開園します。

保育所・幼稚園それぞれのメリットを生かした

カリキュラムを展開し、登降園管理システム等のＩ

ＣＴ技術を導入するなど、子ども達の育ちを支え、

安心して日々の生活を送れるようなこども園運営

を目指します。

また、令和５年から民間保育所・こども園では、使

用済みのおむつを回収・処分し、保護者の負担軽

減を図ります。

京田辺市 企業版
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令和５年4月

 紙おむつ回収費用補助

☞使用済み紙おむつの回収・処分費用を公費で

負担します。



【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

田 辺 公 園
拡 張 整 備 事 業
～誰もが輝く農福連携公園～

概要

寄附金の使途 【事業費 １億５０００万円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 田辺公園の拡張整備（令和６年度中供用開始予定）

☞緑や農にふれあう体験や

環境学習ができる公園を整備します。

当市は、豊かな自然環境を生かし、子どもから

高齢者、障がいのある人まですべての市民の方々

が、緑や農にふれあいながら交流できる拠点として、

田辺公園の拡張整備を進めています。

市長からのメッセージ

「誰一人とり残されない社会の実現」のため、障がい者就労支援などの拠点となる施設です。温かい

ご支援のほど、よろしくお願いいたします。

この新たな田辺公園では、市内の就労支援事業所

等と連携し、障がいのある人が公園の管理運営に

携わる中で、就業・就農支援へとつなぐ仕組みを構

築するなど、農福連携を重視した全国的にも珍しい

公園です。

整備にあたっては、本市で初めてとなる本格的な

官民連携手法（Park-PFI)を活用します。

寄附額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～ ：事業限定

京田辺市長

【田辺公園拡張整備 全体イメージ】

【公園内部 整備イメージ】

京田辺市 企業版
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 障がい者の就労支援に係る仕組みづくり

☞民間の公募事業者と市内の

就労支援事業所等との連携を図るため

調整機関を立ち上げ、障がい者の就業・就農

支援を推進します。

令和５年4月



ゼロカーボンシティ
推 進 事 業

概要・課題

寄附金の使途 【事業費 １，４００万円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 公共施設のゼロカーボン化計画策定事業
☞公共施設の省エネ機器等（照明、空調、断熱）の更新による脱炭素化
計画及び市の所有する公共施設への太陽光発電設備導入に向けたポ
テンシャル調査を実施します。

 公用車の電気自動車化
☞公用車の更新に合わせて電気自動車を導入します。

 断熱リフォーム補助
☞市民の断熱リフォームに対して補助を行います。

 気候変動市民会議並びにシンポジウムの開催
☞ゼロカーボンシティ実現に向けた行動を促進するための事業を開催

市長からのメッセージ

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

「緑に包まれた美しいまち」京田辺を次世代につなぐため、また、脱炭素で持続可能な社会への

転換を実現していくため、当市のゼロカーボンシティへの挑戦に、

ぜひともご支援のほど、よろしくお願いいたします。 京田辺市長

寄附額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

当市は、令和３年２月に山城地域で初めて、2050年ま

でに市内の二酸化炭素実質排出量ゼロを目指す「ゼロ

カーボンシティ」を宣言しました。

令和５年度からは公共施設の省エネ機器等の更新及び

公共施設に太陽光発電設備を導入するためのポテン

シャル調査を実施し、公用車についても更新に合わせて

順次、電気自動車への移行していきます。

また、ゼロカーボンに向けた市内の機運醸成を目指し、

気候変動市民会議並びにシンポジウムの開催などを通

し、ゼロカーボンシティ実現に向けた行動を促進します。

京田辺市 企業版
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美術公募展「京田辺市展」
開 催 事 業

概要

寄附金の使途 【事業費 ５５０万円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 京田辺市展のバーチャル化
☞市展会期終了後もインターネットで、自由な視点や角度か
ら作品を鑑賞できるバーチャル美術館を導入します。

 美術公募展「京田辺市展」の開催
☞絵画・書・写真の３部門で作品を募集し、選び抜かれた
山城地域の芸術作品を約100点展示します。

 美術公募展「京田辺市展」作品集の作成
☞展示作品を収録した作品集を作成します。

 文化庁京都移転特別賞を創設
☞令和５年度は文化庁移転記念の回に位置づけ、特別賞を
創設します。

市長からのメッセージ

当市は、目指す都市像「緑豊かで健康な文化田園都市」にも“文化”と謳うほど、文化振興に力を

注いでおり、アートによる地域活性化を図ってまいります。

当市では、「文化薫るまち」を目指し、市民が文化

に親しむ機会づくりや文化活動の支援などに

取り組んでいます。

令和５年には、文化庁京都移転を契機として、

「京田辺市展」をリニューアルします。京田辺市展

のバーチャル化を始めとしたデジタルコンテンツ

を導入し、スマートフォンを利用した若い世代に

も親しみやすい作品展示や「文化庁京都移転特

別賞」の創設などにより、次世代を担う若者世代

が関心を持ち、その技術を披露する場として、市

展を活用します。

京田辺市長

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

「京田辺市展」作品集に貴社名を掲載

寄附額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～ ：事業限定

田辺高校美術部作成のイラストで
飾ったパネルと作品集表紙【 】

【「京田辺市展」開催の様子】

京田辺市 企業版
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市民まつり（たなフェス）
開 催 事 業

概要

寄附金の使途 【事業費 2,700万円】

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 「たなフェス」運営費用
☞「たなフェス」の開催に係る模擬店・フリーマーケットの出店や
音楽・ダンスパフォーマンスのステージなどのイベント開催に要す
る経費。

 京田辺吹奏楽コンサート
☞市外から本格的な吹奏楽団を招へいし、市内中学校の吹奏楽
部や市内の音楽団体と合同でコンサートを開催します。

「たなフェス」は、「つながる・楽しむ・誇れる京田辺」を

コンセプトに、京田辺市の文化・産業・観光が一堂に

集まり、子どもから大人までが幅広く楽しむことがで

きる、オール京田辺によるフェスティバルです。

令和４年１１月に開催したところ約５０,０００人が来場

し、大盛況のうちに終了することができました。

たなフェス当日は、模擬店やフリーマーケットなど美

味しい、楽しいお店が多数出店し、音楽やダンス等な

ど多彩な催しが繰り広げられます。文化庁移転を契

機とし、「音楽によるまちづくり」の気運を高めるため、

メインイベントとして市外から本格的な吹奏楽団を招

へいし、コンサートを開催します。

本市の魅力を実感してもらい、愛着をもってもらえる

お祭りとして定着を図ります。

市長からのメッセージ

昨年開催した「たなフェス」は大変盛況で、市民の方からもたくさんの「満足の声」をいただきました。

これを京田辺市の「つながりの場」として定着し、ふるさと京田辺への愛着の醸成につながればと

考えています。 京田辺市長

寄附額に応じたＰＲ内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～ ：事業限定

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

【100万円～】 市民まつりのチラシにて貴社名を紹介

【コンサートの様子】

令和５年4月



手続きのデジタル完結により、市民の利便性は飛躍的に向上すると考えています。

当市では「書かなくていい」「行かなくていい」市役所の実現を目指し、取組を進めてまいります。

京 田 辺 市
D X 推 進 事 業
～デジタル田園都市国家構想推進交付金事業～

概要・課題

寄附金の使途 【事業費 1,９７０万円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 DX推進支援・CIO補佐業務
☞DX推進計画を円滑かつ確実に進行するため、専門
的知見から助言・提案を受けるとともに、更なる業務
効率化を推進します。

 行政手続オンライン化推進事業
☞市役所に来ることなく市への申請手続や手数料納付
がオンラインで簡単に行えるよう、環境を構築する。

 ＡＩチャットボットの導入
☞市ＨＰにおいて、選択された選択肢や自由入力された
テキストから利用者の問合せに対し、必要な情報にた
どり着けるようＡＩを活用した自動会話プログラムを
導入する。

市長からのメッセージ

寄附額に応じたＰＲ内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

京田辺市長

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

令和５年４月

当市では、令和４年度に「ＤＸ推進計画」を策定し、

市民サービスの向上及び行政運営の効率化を図

ることとしています。

令和５年には、子育てや福祉等に係る多種多様な

行政手続きのオンライン化や、市民からの問合せ

に自動で応答する「ＡＩチャットボット」の導入によ

り、市役所に来なくても自宅で行政手続きが完結

できるよう取組を進め、市民の利便性を大きく向

上させ、市民満足度の向上につなげます。



防災広場整備事業

概要

寄附金の使途 【事業費 2億15０0万円】

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 防災広場の整備（第一期造成工事、防災備蓄倉庫整備）

☞京奈和自動車道田辺西ＩＣ付近において、災害時における安

全な避難や迅速な応急・復旧対策を進めるため、広域防災拠点、

緊急避難場所となる防災広場を整備します。

防災広場には、マンホールトイレや防災備蓄倉庫、耐震性水槽

などを設置し、有事の際に備えます。

近年、風水害や地震が激甚化している中で、当市に

おいては、木津川等の洪水による浸水や、今後30年

の間に発生する可能性が高いと言われている南海ト

ラフによる大地震の被害を受ける恐れがあります。

これらの災害から市民の安全を守るため、広域的な

災害時救援活動の拠点機能や物資の集配機能

のほか、緊急避難所など、様々な状況に応じて活用

できるよう地域における防災拠点となる防災倉庫の

整備を含めた防災広場を整備します。

市長からのメッセージ

市民の安全を全力で守り、安心して生涯を過ごしてもらえるようなまちづくりを進めており、防災

広場はその拠点となる事業です。

温かいご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 京田辺市長

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

寄附額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

令和５年4月



まちづくり協議会は、市政運営において最も重視する政策の一つであり、まちづくり協議会を中心

に地域の課題解決に向けた取組みを進めていきます。

温かいご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

地 域 力 創 造 事 業

概要・課題

寄附金の使途 【事業費 6,４００万円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 まちづくり協議会を全市域へ波及
☞北部・中部におけるまちづくり協議会の設立に向けて
ワークショップを開催するなど気運の醸成を図ります。

 ミライロ運営費
☞コミュニティカフェやまちライブラリーの運営

 北部及び中部住民センターＷｉ－Ｆｉの環境整備
☞まちづくり協議会の活動拠点である各住民センターの環境を整え
協議会の活動を支援します。

当市では、地域課題解決のための地域運営組織「まち

づくり協議会」を設立し、住民が主体的にエリアマネジ

メントに取り組む「しなやかな地域づくり」を目指して

います。

令和４年には、南部まちづくり協議会の活動拠点であ

る「南部まちづくりセンター（ミライロ）」を整備し、コ

ミュニティカフェやまちライブラリーの運営を通して、

地域住民の交流や市民活動を促進しています。

今後、北部地域でのまちづくり協議会の設立に向けて、

ワークショップの開催等を支援するとともに、北部及

び中部住民センターにフリーＷｉ－Ｆｉの環境整備等を

行い地域の活動拠点としての機能を充実させ、市民協

働を推進します。

市長からのメッセージ

寄附額に応じたＰＲ内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

京田辺市長

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

令和５年４月



コロナ禍を経て、私はあらためて人と人とのつながりが大切であると実感しました。

インドとの交流を通じて、世界の多様な方々との相互理解に向けた機会を創出します。

温かいご支援のほど、よろしくお願いします。

インドブバネシュワル市
交 流 事 業

概要・課題

寄附金の使途 【事業費 ６00万円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

交流事業の実施に合わせ、インドへの訪問団を派遣

☞市、教育関係者、市民代表をインドへ派遣し、交流を促進する。

本市のこども達（小学生・中学生）と現地校との交流事業の実施

☞子ども達が世界の多様性に触れ、地球規模の共生に向けた配慮や

行動に繋げていくことを目的に実施します。

当市での「(仮称）インドフェア」を開催

☞当市とインドとのつながりを紹介し、市民の国際交流のきっかけと

なるイベントを開催します。

市長からのメッセージ

寄附額に応じたＰＲ内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

京田辺市長

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

令和５年４月

この度、インド「ブバネシュワル市」との繋がりを強化

し、市民や市内の子ども達の国際交流の機会を創出

することで、世界の多様性に触れ、共生に向けた配

慮や行動につなげることを目的に交流事業や「（仮

称）インドフェア」を開催します。

2019年３月、国際協力機構（ＪＩＣＡ）と同志社大学

及び同志社大学体育会ラグビー部の間で、海外協

力隊派遣に向けた覚書を締結され、2020年２月

には現地学生にラグビー指導などを通して、インド

との国際交流活動がなされてきました。



【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

天 理 山 古 墳 発 掘
プ ロ ジ ェ ク ト

概要

寄附金の使途 【事業費 10億８000万円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 史跡広場整備事業
☞天理山古墳群について、適切に保存し、市民の方々
に歴史や文化を身近に感じていただけるよう、将来の
広場整備に向け、用地取得を行います。
☞天理山古墳群の保存管理や自然環境の保全を図る
ため、剪定・伐採等森林の適正な管理を行います。

 綴喜古墳群保存活用計画策定事業
☞天理山古墳群含め、３つの古墳群から成る綴喜古墳
群を大切に管理・保存・活用するために、計画を策定し
ます。

市長からのメッセージ

このプロジェクトは、市民に当市の歴史を身近に感じていただき、京田辺市に愛着をもっていただ

くための重要な取組です。ご支援のほど、よろしくお願いいたします。

当市では、令和３年４月に前方後円墳２基（１号墳墳

長57m、３号墳墳長81m）と前方後方墳１基（４号

墳墳長42m）が発掘され、天理山古墳群として今

後大切に保存していくこととなりました。

当該古墳は正式に国指定史跡となり、今後、天理

山古墳群と周辺の土地を適切に保存し活用を図る

ために史跡広場として整備を進めることとしてい

ます。

当市には、その他にも市内２カ所（大住車塚、飯塚

車塚古墳）に点在している綴喜古墳群があり、各古

墳に対して大切に保存管理を行うための計画を策

定します。

寄附額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～ ：事業限定

京田辺市長

【現地説明会の様子】

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

令和５年4月

【発掘された天理山古墳群】



野外活動センター（竜王こどもの国）は民間のノウハウも活用して、これまでにない多くの人が集う

場所へと生まれ変わります。

より多くの方に楽しんでいただける施設となるよう、官民連携で

施設整備を進めて行きます。

寄附金の使途 【事業費 6,200万円】

概要・課題

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

市長からのメッセージ

寄付額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

京田辺市長

令和５年４月

野外活動センター（竜王こどもの王国）は都市圏からのア

クセスは良好ですが、設備の不足、老朽化などの課題に加

えて、コロナ禍の影響により、近年の利用者数は減少傾向

にあります。

近年アウトドア需要が高まっていることもあり、ワーケー

ションやグランピングなどの要素を取り入れ、関係人口の

創出に向けた交流の場として同施設をリニューアル整備

します。

また、当センターの運営については、民間事業者のノウハ

ウを活用し、新たに取得した土地の利活用も図ることで、

これまでにない新しい施設へと生まれ変わり、より多くの

方に利用いただけるような施設を目指しています。

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

野 外 活 動 セ ン タ ー
施 設 整 備 事 業

 屋外トイレ棟新築工事 【4,400万円】

☞老朽化した和式のトイレ棟の新築工事を実施します。

 拡張整備に向けた基本構想等策定事業 【1,800万円】

☞新たに取得した土地の利活用を図るため、用地測量を実施
するとともに、土地利用計画やゾーニングなど基本構想・基
本計画を策定します。
また、民間事業者を公募するため、公募要領等を策定します。



培 良 中 学 校
わ く わ く ！ ！ ド キ ド キ ！ ？
プ ロ ジ ェ ク ト

概要・課題

寄附金の使途 【事業費 １,００0万円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

市長からのメッセージ

寄附額に応じたＰＲ内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

京田辺市長

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

令和５年４月

当市では「京田辺市教育の方針」において、学校

教育指導の重点項目で「一人一人が輝く京田

辺っ子の育成」を目指し、特色ある教育活動の展

開を推進しています。

市立培良中学校は「京田辺市ＩＣＴ教育推進モデ

ル校」として、タブレット等の利活用の研究を進

めています。

当校のさらなる特色化を図るため、「生徒一人一

人がいきいき活躍する学校、わくわくどきどき

が止まらない学校」をコンセプトとして、ＩＣＴ活

用強化、職場体験学習・外国語教育・技術科教育

の拡充により子ども達にとって快適な環境整備

を図ります。

 ＩＣＴ活用教科プログラムのための環境整備
☞授業のリモート配信に係る配信スタジオ整備の整備
を行います。

 職場体験学習・外国語教育・技術科教育等の拡充等
☞体験できる職場の範囲の拡大や、大学との連携を通
じた学習の機会を充実させます。

教育目標である「自己を磨き、人を大切にする生徒」のため、必要な環境整備に取り組んでいきます。

温かいご支援のほど、よろしくお願いします。



子ども達一人ひとりの水泳技能の向上に、民間の事業者とともに取り組んでいく大変意義のある

プロジェクトです。

温かいご支援のほど、よろしくお願いします。

田 辺 ッ 子
す い す い プ ロ ジ ェ ク ト

概要・課題

寄附金の使途 【事業費 １,７０0万円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

市長からのメッセージ

寄附額に応じたＰＲ内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

京田辺市長

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

令和５年４月

 小学校プール民間施設委託試行
☞民間施設使用料及び 移動のためのバス借り上げ料

【ＫＳＣスポーツアカデミー】

田辺小・田辺東小・草内小・薪小

【コスパ松井山手】

松井ケ丘小・大住小

本市では昨年度から、民間施設（ＫＳＣたなべス

ポーツアカデミー）の屋内プールを活用した「水

泳授業」の試行がスタートしています。

民間施設を活用し、そのノウハウを生かすこと

で、子ども達は天候に左右されることなく、イン

ストラクターから専門的な指導が受けられ、水泳

が得意な子も苦手な子もそれぞれの課題達成

のサポートを受けることができます。

また、学校プールの維持管理費削減や教職員の

負担軽減というメリットもあります。



【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

「どうする家康」ゆかりの地
プ ロ ジ ェ ク ト

概要

寄附金の使途 【事業費 1,380万円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

 モニターツアーや市民まつりでの出展
☞京田辺市観光協会が主体となり、モニ
ターツアーや市民まつりなどでPRを
行い、地域の活性化に取り組む。

 車両広告の掲載
☞JRや近鉄電車内に車両広告を掲載し、
京田辺市がゆかりの地であることを
PRします。

市長からのメッセージ

地元の人にも家康と地元の縁を知ってもらい、市外の方にも広くPRすることで、京田辺市に対し

て愛着を持っていただくきっかけになればと思っています。

令和５年１月から、NHK大河ドラマ「ど

うする家康」が放送されています。

家康公がのちに自身最大の危機と振

り返ったといわれる「神君伊賀越え」。

当市には、命運を分けた木津川の渡し

場「草内の渡し」や、そこで命を落とし

た武将「穴山梅雪」の墓、家康一行が必

死に走り抜けた「甘南備山」など、まさ

に「どうする家康！？」ともいえる場面

を思い起こされるような場所がたくさ

ん残されています。

これらゆかりの地ならではの名所を

PRし、京田辺市へ新たな観光誘客と

交流人口の拡大を図ります。

寄附額に応じたPR内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

京田辺市長

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

令和５年4月



本格的な人口減少社会において、企業にとって人材確保は大きな課題です。産学官一体で企業の

成長とアフターコロナの地域経済の活性化を目指します。

京 田 辺 市 シ ゴ ト
ミ ラ イ プ ロ ジ ェ ク ト

概要・課題

寄附金の使途 【事業費 ２５０万円】

【お問い合わせ先】京都府 京田辺市 企画政策部 企画調整室

TEL：0774-64-1310 E-mail：kikaku@city.kyotanabe.lg.jp

大学生向けバスツアー

☞市内の企業の魅力や特徴を発信し、市内企業への理解や

関心を高め、人材確保を図ります。

成長支援補助金の拡充

☞市内中小企業の経営基盤・競争力の強化を目的に、新製

品開発などへチャレンジする事業に対し経費の一部を助成

します。

プロフェッショナル人材活用支援事業

☞市内中小企業が高度人材等のプロフェッショナルを活用

し、課題解決を図るための費用に補助金を支給する。

市長からのメッセージ

寄附額に応じたＰＲ内容 ～寄附への感謝を込めて、貴社をPRします～

【基本メニュー】 市のHP、SNS（facebook）、広報紙に貴社名を掲載

【50万円～】 感謝状贈呈＋市長と対談

京田辺市長

京田辺市 企業版
ふるさと納税制度

令和５年４月

当市では、これまで京阪神地域への交通利便性な

どに優れた地理的特性を生かし、良好な住環境、事

業環境が整備され、人口増加とともに地域経済も

発展を遂げてきました。

今後、人口減少社会が到来する中で、さらなる発展

を遂げ、人材不足が深刻化する市内企業の人材確

保のため、大学生向けバスツアーを開催し、市内企

業への理解、関心を高め、産学官一体で、短期的中

期的な人材確保を図ります。


